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カユプテ（フトモモ科） 

Melaleuca cajuputi Powell 
英語：Paperbark tree, タイ語：Samet,  

マレーシア語：Kayu puteh, Gelam,  

インドネシア語：Kayu putih, ベトナム語：Caay trafm  

 

 

 

 

 

 

 

 

［概要］オーストラリアから東南アジアにかけて広く分布する。古くから植栽されており、

はっきりとした天然分布はわからない。種内変異が非常に大きく、3 亜種に分類されており、

形態や化学成分、精油含有量も大きく違う。火事後の繁殖に長け、砂地や湿地のような他

の植物がほとんど育たない劣悪な環境で生育できる能力を持つことから（写真 a）、東南ア

ジアでは広い範囲で純林を形成し、様々な用途で利用されてきた。薪炭材や建設現場の足

場、海水魚の養殖の杭、花は蜂蜜の蜜源、葉は精油などに用いられている。材の気乾比重

は 0.59～0.85 とばらつきが大きく、乾燥時に反りや割れが生じることが多く、建材として

はあまり利用されていない。 

［形態］生育環境や個体群によって樹高の違いが大きく、東南アジアでは 1m 程度の灌木か

ら 20m を越える中高木になり、オーストラリアでは 40m に達する場合がある。火事跡地

などでは密に生育するため樹冠は狭く紡錘形となるが、光環境が十分だと樹冠が広くなる。

また、泥炭層厚が厚い場所や常時湛水している場所のような軟弱地盤上では樹高は低く、

樹冠も広がらない。白色から灰褐色を呈する樹皮は撥水性を持ち、分厚いが（写真 b）、空

隙の多い層と少ない層とが互層をなし、薄く剥離しやすい。葉は互生し、表裏の差がほと

んどなく、光沢のない灰色を帯びた緑色をしている。花序は基本的に頂生し（写真 c）、一

年中花をつけているが、タイでは乾期の終わりから雨期の初めにかけて多くつける。花の

終わるころ、花序の先から萌芽して枝を伸ばすが、ほどなく再び花序を着けるため、非常

に多くの蒴果を樹上に蓄えている。蒴果は長期間樹上にとどまり、樹皮に埋もれていく。

種子は 0.1～0.3 mg と非常に小さく、茶色で細いクサビ形をしている。 

［生態］種子は暗黒下でも吸水し、発芽するが、種子が小さいため、実生の定着には全天

光に近い光環境を必要とする。攪乱のない林内では、林床で芽生えを見ることは稀で、ほ

とんど木化する前に枯死する。湿地では火事が起こると樹上に多量に蓄えられた蒴果が種

子を放出し、焼けて光環境が劇的に改善した土壌上で発芽し、一斉更新する（写真 d）。焼

け方が弱い場合は母樹が萌芽更新する。種子が小さく、初期成長が遅いため、更新した年



 

森林再生テクニカルノート：荒廃地修復のための主な植栽樹種 

の雨期は芽生えが水没する。しかし芽生えは、葉が水中で細長い形態へと変化し〈写真 e〉、

ゆっくり成長し、水位が下がって茎頂部が空中に出ると急激に成長する。対照的に、砂地

では種子繁殖はほとんどみられず、根萌芽による栄養繁殖を主に行う。 

［繁殖・育苗］山引苗や挿し木苗を得ることも可能だが、種子を容易かつ多量に得ること

ができるので、種子をポットに直播して苗を育成することが効率的と考えられる。湛水耐

性が高いので、全天光下でポットを水につけて管理すると（写真 f）、潅水忘れなどで苗が

枯死するリスクを減らすことができ、成長も良好に保つことができる。無肥料で育苗する

場合は 6 か月以内、遅くとも 1 年以内に山出しするのが適当である。 

［成長・その他］湛水耐性が高く、タイのナラティワート県では、泥炭湿地や酸性硫酸塩

土壌の湿地で 2.3～19 t ha-1 y-1の成長がみられた。常時湛水している場所より、季節的に

湛水する場所の方が成長が早い。泥炭層厚の厚い泥炭湿地では強風による根返りが起きて

倒れやすい。劣悪土壌の造林でよく選択される Eucalyptus camaldulensis より、さらに湛

水耐性や高 Al 濃度耐性が高く、低窒素環境での成長低下も少ない。近縁の M. leucadendra

より酸性硫酸塩土壌の湿地では成長が遅いが、野ネズミによる食害が少なく、穿孔性害虫

による被害も少ない。 
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